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評価

平成２３年度　　関西大学連携浪速中学校　　自己評価

評価基準（達成度）
A＝よく当てはまる（７０％以上）　　　　　　　　B＝当てはまる（７０～５０％）
C＝あまり当てはまらない（５０～３０％）      D＝全くあてはまらない（３０％未満）

学校自己評価表

分類
評価の
観点

評価項目 設　　問 改善点

23年度より中学校専門のカウン
セラーを配置した。

部活動 部活動は活発である。
不足気味の活動スペースを外部
を含めて検討する。

その他

カウンセリング体制
生徒、保護者、教職員にカウンセラーの支援体
制がある。

今後も研修会を行ってゆく。

情報教育 情報モラルの指導
情報の発信に伴う責任など情報モラル面の教育
に十分取り組んでいる。

教員・生徒対象の研修会を増や
す。

人権教育 人権研修会 人権尊重の意識を高める教育を行っている。

授業の質を高めるため、公開授
業・研究授業を実施する。習熟度
別授業を十分活用し学力に応じ
たきめの細かい教授法・教材採
択を実施するようにする。

きめ細やかな指導

宿題・提出物の管理ができている。

習熟度別授業が、生徒個人の理解度向上に役
立っている。

各学年の生徒に応じたきめの細
かい進路指導を目指す。進路指
導部主催の進路意識向上のＬＨ
Ｒを増やす。進路相談

教育相談や進路相談等、学校の相談活動は充
実している。

校則の遵守については、教員が
共通の認識と統一した指導法の
確立を目指す。

校則の遵守
生徒は校則を守り、服装、頭髪など身だしなみを
きちんとしている。

組織的対応
生徒の生活指導に組織的に対応する体制があ
る。

教
育
内
容

生徒指導

学校生活 生徒は学校生活を楽しんでいる。

進路指導

進路意識の向上
将来の生き方や進路選択について考える指導を
している。

授業

授業の質を高める
教科担当は、分かり易い授業を心がけ、授業の
工夫、改善を心がけている。

教職員にも生徒にも、危機管理
意識を日頃から持たせるように検
討する。講習、訓練について ＡＥＤの講習、防災訓練が十分に行われている。

危機管理

役割分担について
事故、災害時に対処する役割分担が明確にされ
ている。

積極的に研修は勧めている。幅
広く研修に参加するようにする。

教員の資質向上
教員に全国の先進校を訪問させたり、研修会に
参加させて資質向上に努めている。

教員研修
資質向上

校内研修 効果的な校内研修を立案し、実施している。

授業公開は保護者の参加しやす
い日程にする。浪速祭への地域
住民の参加や地域の催しにクラ
ブが積極的に参加している。奉仕
委員会が地域の清掃活動などを
企画・実行している。教員の参加
を積極的に勧めていきたい。

財務関係 財務諸表等を公開している。

授業公開状況 保護者への授業を公開している

地域交流について 地域や地域住民との交流ができている。

教育課程は指導要領に100％
沿っている。教育計画について
は、結果のチェックを実施する。教育計画について

年間を通じた教育計画を各教科・科目別に立て
ている。

浪速生活の綱領や本校ホーム
ページにより浸透しているようで
あるが、なお一層高めるように検
討する。愛校心について 在校生、卒業生は学校に誇りを持っている。

学
校
運
営

私学の
独自性

建学の精神について
建学の精神が教職員、生徒、保護者によく浸透
している。

教育課程

学習指導要領の対応 教育課程は学習指導要領に沿っている。

開かれた
学校

ホームページの活用状
況

教育活動についてホームページや通信等を利
用し、情報公開をしている。

平成24年3月17日

　本校では、平成１9年1２月に施行された改正学校教育法及び学校教育法施行規則に基づき自己点検・評価を実施しました。この自己点検・評価は学
校が教育活動などの学校運営の状況について自ら評価し、その結果に基づき、学校運営の改善を図る取り組みです。　ここに、本校の教育方針、現状
や今後の取組むべき課題を「学校自己評価表」としてまとめました。

学校目標 神社神道の精神である「浄明正直」を校訓とし 、生徒の才能と適正を開発し、知・徳・体の調和のとれた全人教育を目指す。

関西大学連携浪速中学校　


